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公的年金財政状況報告 一平成17年度－ （要旨）  

図表1 財政収支状況 一平成17年度－  

区 分   
公的年金  
制度全体   

億円  

収入総額  簿価ベース  491，685   
時価ぺ－Ⅳス   ［594，555］   

保険料収入   263，242   

同庫・公経済負担   68，368   

追加費用   16，599   

運用収入  簿価∴－ス   37，124   
（再掲年金留金運用基金納イ寸金）   （8，122）   

時価ベース   ［139，550］   

積立金相当額納付金   1，382   

職域等費用納付金   2，955   

解散厚生年金基金等徴収金   34，568   

積立金［り受入   67，036   

その他   ※ ′412   

支出総額   475，344   

給付費   427，694   

そ〃）他   47，650   

○公的年金制度全体の財政収支状況   

一給付費は42．8兆円一   

公的年金制度全休でみると、17年度の収入は   

保険料収入26．3兆円、l札嘩・公経済負担6．8兆   

円等、支Lllは年金給付費42．8兆円等となってい   

る。 17年度末の積立金は、簿価ベースで19こう．2   

兆円、時価ベースで201．9兆円であり、時価ベ   

ースで初めて2：00兆円を超えた（図表1、本文図   

表2－1－1）。   

○保険料収入 一全制度で増加一   

保険料収入は、厚生年金20．1兆lTj、国共済1．0   

兆円、地共済3．0兆円、私学共済0．3兆円、同   

民年金1．9兆円であった（本文図表2－1－4）。17   

年度は、16年度に減少した国共済と国民年金が   

増加に転じ、すべての制度で増加した。   

○給付真   

一国共済以外の被用者年金、基礎年金で増加－  

収支残  簿価ベース  

時価べ－－ス  

16，341  

［119，211］  

年度末積立金 簿価べ山ス  

時価ベース  

1，931，622  

［2，049，051］  

一己 公的年金制度t体ヒtこtノ）財政収支状況をト∵えるため、公的年  
金制度内ごノ）十りノヒりて′レ）ろ基礎年金拠出金、基礎年金交付金、   

財政調整柳出金∴牢東條険者拠出金（国♯済組合連合会等拠出金   
収入）ミーノ〕いこ、収人・支出両面から除いていろよた、単年度   
J）財政収支状況をとし、）カろプ、一計）、収入折そJl他（※）にけ、駐礎   
年余掛后L′）前年度利余金受入一15，購（）億円を除いた額を計上L  

国民年金（国民年  
告吏Jlこいろ   

こいろ フ上ご」∴ 支出ノ）そし′）他にH、厚生年金一  

粂御方）ノ）財政融資資金繰上償還等資金財源カ  

給付賢住は、厚生年金22．0兆円、国共済1．7兆円、地英済4．3兆円、私学共済0・2  

兆Il】、国民年金の国民年金勘定2．0兆円、基礎年金勘定12．6兆「1］であった（本文図表  

2－1－12）。国共済以外の被用者年金で増加が続いている。国民年金では、基礎年金勘定   

で大幅な増加が続く 一方で、国艮年金勘定では一員して減少傾向が続いている。  

注 各制度の給＝費は、濃礎年金相当給付費川」法年金の給イ寸費のうち基礎年金相当とされる分）を含む 

し司民年金勘定の給付費は主とLて旧法区民年金の給付費、基礎年金勘定の給付費は其礎年金給付費である 

○積立金   

積立金注は、厚生隼令132．4兆円［140．3兆円］、国共済8．8兆円［9．2兆円］、地共  

済ニー8．8兆Fl］［41．5岨－］］、私学共済3．3兆円［3．5兆円］、国民年金勘定9．2兆円［9．7   

兆円］、基礎年金勘定0．7兆l－］であった。（本文図表2－1－15）。なお、厚生年金の積立金   

には、厚生年金展金が代子ー二している部分の積立金は含まれていない。   

柱 数値は簿価べ－一ス r内は時価ベースである．、時価評価♂）方法については本丈図表2117参照 
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○単年度収支状況  

単年度収支状況は、年金数理部会が公的年   

金制度の財政状況を年金財政の観点から制度   

横断的に比較・分析したもので、厚生年金・   

国民年金（国民年金勘定）の「積立金より受  

入」及び基礎年金勘定の「前年度剰余金受入」   

を除いて算出した単年度の収支状況を示して   

いる。公的年金制度全体の単年度の収入総額   

は、簿価ベースで42．5兆円、時価ベースで   

52．8兆円、単年度の支出総額は47．5兆円と   

なっている（図表2、本文図表213）。   

単年度収支残ナiミは、簿価ベースで5．1兆円の   

赤字、時価ベースで5．2兆円の黒字となって   

いる。平成16年改正により積立金を活用する   

有限均衡方式による財政運営に変わっており、   

財政再計算において改正内容を織り込んであ   

らかじめ見込まれていた状況と比較して評価   

する必要がある。  

図表2 単年度収支状況 一平成17年度－  

【隼金数理邪余′ウ、隼奔≠相打）観点から肘＝封矧斬的に比較・分析Lた≠，〝）】  

［メニ 分  

公的年金  
制度全体  

億円  

総額  滞価ベース  424，650  

時価ベース   ［527，519］  

保険料収入   263，242  

国庫・公経済負担   68，368   

収単 年  追加路用   
16，599   

入度  運用収入  簿価ベース   37，124  

（再掲年金資金運用基金納付金）   （8，122）  

lけイItliベース   ［139，550］  

積立金和当客錮内付金   1，382  

職域等費用納イ、十金   2，955  

解散ノiノ：／川二金基金等徴収金   34，568  

その他   412   

475，344  

支妄 年  総額     給付費   427，694   

出雲  その他   47，650   

単年度収支残 簿価ベーース  

時価ベース  

△ 50，694  

［52，175］  

年度末積立金 簿価ベース  

時価ベース  

1，931，622  

［2，049，051］  

注 公的隼金制度1リ本としてい財政収支朋況をとらえろため、公的隼金  
制低【人Jで〃）やりとりでぁる基礎イト金他日食、尉蓬勺二金交付金、肘1攻  

調整拠＝企、隼金保険骨拠．し†1金（同県芹組合連合会等拠＝金収入）  
に／〕いて、収入・友．L＝いl相而吊，除いている  

注 公的年金制度は積立金を活用する有限均衡方式で財政運営を行っており、厚生年金・円民年金（国民年金勘定）  

の事業運営では、必要がある年度については、あらかじめ「積、1／二金より受入」を予算計卜して財源を確保し、  

当年度の給付等の支出を支障なく行うようにしているため、単年度収支残（凶表2）は、耳業運常の結果をホす  

決算の収支残（図表1）とは異なるものである。  

r・人   

35，000  

l対表ニj 被保険者数の推移  r一人  

2 被保険者  

○被保険者数 一厚生年金、私学共済で増加一   

被保険者数は、被用者年金が、厚生年金3，302   

万人、国共済108万人、地共済307万人、私学共   

済45万人の計3，762万人、国民年金第1号被保   

険者が2，190万人、第3号被保険者が1，092万人   

で、公的年金制度全体では7，045万人であった  

（図表3、本文図表221）。17年度は、厚生年金   

と私学共済で増加し、被用者年金制度計で1．3％   

増加した。一方、国民年金第1号被保険者は1．2％   

減少し、公的年金制度全体では0．2％増加した。  

5，000   

1，000   

3，000   

2，000   

1，000   

0  

、I（成 7 8 91011121：う11151617 隼度   
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01人当たり標準報酬額 一男女間の差が小さい国共済と地共済－   

1人：上1たり標準報酬月額（賞万▲は含まない）は、厚生年金こう1．3ノ刃tj、国共済40．9   

万ll」、地共済45．5川【J、私ノ、；∫二共済37．0力▲lリであった（本文「叉1表229）。一方、賞与   

も含めた1人当たり標準部掴卜l額（総報酬ベース・月顔）は、惇生年金37．4万円、国共   

済5ノ1．6ノノト1］、地火済60．こう力▲巨］、私学井済り9．0ノノー「1jであった（本文図表2－2－10）。いこI   

共済と地共済は、厚生隼金や私学共済に比べて男女間の差が小さい。   

ii 十戒15佃生かJ」総報酬制がや人された  

「▲人   図表4 受給権音数の推移  r人  3 受給権者  

○受給権者数 一各制度とも増加が続く一  

受給権者数は、厚生午金2，511万人、国   

共済98力▲人、地共済229ガ人、私学共済   

28 ノノ人、何民年金（新法張礎年金と旧法国   

民年金）2，439万人であった（図表1、本文図   

表231）。何らかの公的年金の受給権を有   

する者はこう，2巨；7ノノ人である「ノ 各制度とも増   

加を続けているが、被用昔年金では16年度   

去でに比べ伸び率は鈍化している 

：う，0りり  

2，0（川  

1，0（川  

り  

巨成 7 バ リ1り11121：う11】5】617 牛摩   

○老齢・退年相当の年金の平均年金月額  

老齢・退牛相、11－i二l（7）年金の平均隼金月額－iコ（老齢基礎年金分を含む）は、厚生年金（厚   

生年金基金代行分も含む）16．5万H、国共済20．9力1T］、地共済22．3万「1、私学共済   

2（〕．7力▲「T】、国民隼金（新法老齢基礎年金及びIH法国民年金の老齢年金）5．3力▲円であっ   

た（本文図表2こト1∠け。被用者隼金では、私学共済が数年ぶりに増加したほか、他制度   

の減少も小帖に留まった。〕一ん、国比年金は増加を続けている（本文図表2－3－16）〔。  

手il 老齢・退隼Ⅲ1ムL、被伏険昔期甘け老齢蟻値隼余の賢灘凋＝～ijを満たしていろ（経過描昭（呪仙ま2（〕隼以卜）  

及び申．溝紅け特車川描（1ト牛以仁」≠）合む）新吏〟）且齢り′いト企及び赴職扶済圧凍、、1巨びに＝吊ム〃）老齢隼企  

及び退職イドく巨〃）二とをいう   

汗1 比較に際Lてけ、J】∴針隼1ポニ瑚■細川；う〉′うミ「キ去れろこと〃）他、リJ女比や、lリうノノ州人期閃に制度l吊で差があるこ  

とに留意が必■要ごL♭）ろ  

¶11l【   



4 財政指標  

○年金扶養比率 一高い私学共済、低い国共済、地共済。各制度とも低下一  

年金扶養比率注は、厚生年金2．87、国共済1．71、地共済1．95、私学共済5．02、国民   

年金2．87であり、各制度とも一貫して低下してきている（本文図表2－4－2、2－4－3）。   

年金扶養比率の高い私学共済は、成熟が厚生年金などに比べて進んでいない制度、逆   

に年金扶養比率の低い国共済、地共済は成熟が進んでいる制度といえる。   

注 被保険者数の受給権者数（老齢・退年相当の受給権者数）に対する比。  

○総合費用率   

総合費用率注は、厚生年金17．8％、国共済16．7％、地共済16．2％、私学共済11．8％   

であった（本文図表2－4－8、2－4－9）。16年度から国共済と地共済の財政単位の一元化に  

伴う財政調整が行われ、17年度に満年度化したことなどから、国共済の総合費用率は   

2年連続の低下となった。  

注 実質的な支出のうち自前で財源を賄わなければならない部分の標準報酬総額に対する比率。  

厚生年金は決算ベースであり、厚生年金基金による代行分を含まない。  

5 平成16年財政再計算における将来見通しとの比較  

○保険料収入   

保険料収入は、厚生年金は実績注1が将来見通し注2を上回ったが、国共済＋地共済注二う、   

私学共済、国民年金は下回った（本文図表3－2－1）。上回った割合は、厚生年金は1．1％   

であった。一方、下回った割合は、国共済＋地共済2．3％、私学共済0．3％、国民年金   

5．8％であった。  

注1厚生年金については、「実績推計」（本文90頁参照）で比較している。以下においても同様であろ。   

注2 将来見通しは、平成16年財政再計算における将来見通しに平成16年改正後の基礎年金の国庫・公経済負担  

の引上げを反映させた加工値（本文91頁参照）である。以下においても同様である。   

注3 国共済と地共済の財政単位の－一元化に伴い、財政再計算では両者の財政を一体として扱った将来見通しが示  

されている。ここでは、国共済と地共済の合算分を「国共済十地共済」と表記している。  

○被保険者数  

被保険者数は、厚生年金、私学共済、国民年金（基礎年金）は実績が将来見通しを   

上回っているが、国共済＋地共済は下回った（本文図表3－2－2）。上回った割合は、厚   

生年金1．5％、私学共済1．3％、国民年金（基礎年金）0．5％であった。・一方、国共済   

＋地共済は実績が将来見通しを0．3％下回った。  

‾1V‾   



○実質的な支出額   

実質的な支出額パま、厚生隼金、私学共済は、実績が将来見通しを上回ったが、国共   

済＋地共済、l刃民隼金は卜匡一った（本文図表3－2－5）。上回った割合は、厚生年金2．2％、   

私学共済1．0（滝であった。一方、卜回った割合は、同共済＋地共済1．2％、国民年金   

4．0？イ）であった。  

注 文仙／）うナノ、イ闘絆仙人、連川収人及び回帰・公経済則ILで賄うことになろ部分 

○受給者数   

受給者数は、厚生年金、国共済＋地共済、私学共済は実績が将来見通しを下回った   

が、国民年金（基礎年金（基礎年金相当受給者を含む））はと回った（本文図表3－2－6）。   

卜回った割合は、厚生年金2．5（舛）、国共済＋地共済3．0％，、私学共済1．5％であった。   

一方、国民年金（基礎年金）は1．4（滝上回った。  

図太5 隼倒来机上ヰ  

○年金扶養比率  

年金扶養比率は、厚生隼金、国共   

済十地共済、私学共済は実績が将来   

見通しをlJ司り、国民年金は下回っ   

た（図表5、本文図表331）。上回   

った幅は、厚生年金0．01ポイント、  

しキt】し（1、財政十㍍圧†にわける将来比通Lと比恒  

1ろため、 ′L三紅潮賞」1ノ＼り1たりては′こく、   

′ヱも′i〃いし1たりの裾＝紺針打数を≠ ナた  
上糸1賞／＼－－て〃〕1丁；‡一法イ、の′1、うノ■‘rて  

＼＼＼  

、 ＼  
、＼＼＼  

卜けこ隼・1ナ2．HH  
国共済＋地共済0．01ポイント、私  

ノ、芋共済0．16ポイントであった。   
2  

1  

／ 
√十 川トリ いこ】勘斤1．7六  

将来見通L  

，F．信射で塙－∴ 討瞞机上再訂持し叫巾てある  

実績  

隼度  
15   川  17  1R  19   20   21  

「、昭雄 総合費用率  

放′トご 巨†Jk17牛伎山王凝  

○総合費用率  

総合費用率は、厚生隼金、国共済   

＋地共済、私学共済、いずれも実績   

が将来見通しを上回った（図表6、本   

文図表3－34）：ト上回った幅は、厚生   

年金0．3ポイント、国共済＋地共済   

0．2ポイント、私学共済0．2ポイント   

であった 

．′一一一・ノー‾‾・   

＿一一一一一一一′‾‾‾‾ ‥   

トrlり 枇＝膏＝ト＋  

＝．h牛牛隠州1識紺㍍ ＝L十巨に札止  
し」寸ひ振1ろ′－－机、悍′H巨魁域余しハイし子11  

ト十うナヰ′ノりしtろ′′工し、将来札止机ノ＼1に推算  

L    〉、い′）／J  

iエJ、紺1、′長績（美綜Ⅲ信一）、細練＝刊十  

第二結県∴イ吊1tl叶・改正後出回亜・公経済烏  

抑引Hrを木川畑た址Ⅰ二伸ごrミ・）ろ  

地代済16．2  

一一一・－一・・〆・一一二〆㌦㌦〆㌦〆㌦r〆ノー／  

将来兄通L  
尖織  

隼度   
15  1（う  17  1日  19  2（）  21  
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6 実績と平成16年財政再計算の将来見通しとの禾離分析  

○積立金の実績と将来見通しとの奉離分析   

被用者年金制度において、積立金は実績が将来見通しを上回っており、名目運用利   

回りが将来見通しを上回ったことが大きく寄与している（本文図表3－43）。さらに細   

かくみると、名目賃金上昇率が将来見通しを下回ったことが、積立金を減らす方向に   

作用している（本文図表3－4－6）。時価ベースでみた場合、各共済の積立金は簿価ベー   

スより大きくなり、将来見通しとの乗離は－一層大きくなっている。   

（「実質」でみた財政状況）   

公的年金では、保険料や給付費など収支両面とも長期的には概ね名目賃金上昇率に   

応じて増減することから、積立金に名目賃金上昇率の要因による乗離が生じても、実   

質賃金上昇率等が変わらなければ、名目賃金上昇率の違いは長期的には財政的にあま   

り影響がないと考えられる。   

名目賃金上昇率の違いを除いた場合の推計値ナ1二を実績の積立金と比較すると、各制度   

とも、実質的な運用利回りが将来見通しを上回ったことによって、大きくプラスであ   

る（図表7、本文図表3－4－7）。これは、年金財政の観点から見れば、実績の方が将来   

見通しよりも良い方向に推移していることを意味している。   

注 平成16年財政再計算における将来見通しについて、名目賃金上昇率を、財政再計算の前提の数値から実績の数  

値に置き換えて算出した推計値。  

図表7 積立金の実績と平成16年財政再計算における将来見通しとの範離状況  

【将来見通しの平成17年度を基準（＝100）にして表示】  
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厚生年金  国共済＋地共済  国共済  地共済  私学共済  

（参考）図表の見方  

・「実績」（中央の棒グラフ）と「名目賃金ヒ昇率の違いを除いた場合の推計値」（右端の棒グラフ）の  

差が、前述の「実績の方が将来見通しよりも良い方向に推移していること」を表している。  

‾Vl‾  



○収支比率注の実績と将来見通しとの帝離分析  

被用者年金制度において、収支比率は実績が将来見通しを下回ったが、その禾離の   

大部分は、各制度とも、 17年度の運用収入が将来見通しを上回ったことにより発生し   

たものである（本文図表3－5－2）。  

往 実質的な支出国庫・公経済負担の r保険料収入十運用収入．に対する百分比 

○積立比率注の実績と将来見通しとの帝離分析  

被用者年金における積立比率（時価ベース）は、厚生年金では実績が将来見通しを   

下回り、国共済十地共済及び私学共済では実績が将来見通しを上回った。これらの蔀   

離は、厚生年金では17年度の「実質的な支出一国庫・公経済負担」の釆離による分が   

大きく、国共済＋地共済及び私学共済では17年度の「前年度末積立金」の帝離による   

分が大きい（本文図表3－5－5）。  

柱 前年度末積立金の当該年度の r実質的な支出国庫・公経済負担」に対する比。  

一一Vl「   



FinancialReportonthePubliePensionSystem  
FiscalYear2005（Summary）  

FigurelFinaneialStatus（FY2005）  

1．FiscalRevenueandEx  ,enditure PubllCPenSlOn  
Plansasal～’hole  

（二1ass点じatl〔）n  

E］Thc FinancialStatus ofPublic Pension   

P］ans as a・Whole－42．8trillion yenin   

Bene爪ts  

The financialstatus of public pension   

plans asa＼VhoIcfbrFY2005reヽ▼ealsthat   

26．31ri11ionyen ofrcl’enuelヽ▼aSincome   

丘om contributions and6．8trillion yen   

was from subsidies bv state etc．、＼Vhile   

42．8trillion yen ofthe expenditure11’aS   

fbr pension bcnefits．The reserヽ▼e at the   

CndofFY2OO5was193．2b－i11ionyen at   

bookl’alue and 2O4．9 trillion yen at   

market ヽ▼alue．For the flrst time the   

resen▼e at market＼■alue exceeded 200   

trillionyen（Figurel．Figure2－1－1inthe   

report） 

□Contributions－Increasedn）rall   

pensil川plans  

Contrlbutions of Employces．Pension  

Insurance（EPl）were201tri11ion yen＿   

those of National Public Service  

ト1ta】reヽenulニ  

し二（1ntrlbuいりnS  

SuhsldlCSll＼′statc etc   

SubsldlビSJt）rr－トビstn、、als－pa＼・nlentSし－i、prlし－rPerいd  

lnヽ▼eStmen†1nC〔）me  

（hい（）L＼aluビ）  

tmdrket＼aluc）  

（h〔）Okヽ’aluc）  

（Relnl†tⅢ1CeSrIOltllheしiし）ヽe171111e11tPellSlし一11hl＼7eStItleutFしuld）  

tmarketヽ・alue）  

f）a＼■mentいtlthc cし〕Stlt）rCOnS（）11datl（1nい1、ft）nnじ「人t・LAs  

Pal’mentOi’thccostlt－「山ct－CCuPatlOnalportlOne＼Ceed‖－I  

I〕a）・mentOi、thecいSt土brc（－ntraCtuュgbackln一口Ef）l（）ilEf）Fs  

「11ransl七r上inmthercserヽ・e   

〔）thers  

TotalexpcndlturC   

Benellts  

Others  

Balanceofre、’enuesandexpendltu】eS  （bookヽ▼alue）  

（marketヽ’alue）  

l（）、うヰt  

［119、コ11］  

Resen’ealtheendし）i、hscal＼′ear  （bookヽalue）  

（marketヽ▼aluc）  

l．9：‡l，6ユニ  

L：、0ヰ91051j  

No（e Tocalculatere、’enueandexpendlturelnCOnSOlldatedbase．theibllowulgCOntrlbutlOnS  

andcorrespし）nJmgre、renueareeXCluded正一一mhothreヽenueandexpendltuTeSummatlOn  

becduSethoseこOntrlhutlOnSdndlnCOmearePaldltomし一nePubhcpensIOnPlantc｝OtherpubllC  

PenSlOnPlanしOntrlbutlOntOBasICPLmSl（肌COntrlbutlOntOtheequlValenttobene11tsorBasIC  

PensIOn（01dla、、（PenSIOnlが入eil七ctl、’ebelbreFY1986））．contrlbutlOnrePreSentlnglrlterザ1an  

liscalad】uStmentSbetweenm）SPan（1I・PSPandcontrlbut10ntOSuPpOrtJTM人丸JRMAA  

andNTThLAJへthatconsolldatedtoIミPIAddltlOnall＼′theamoutortransferiiomthesurplusor  

Preヽ’lOuS）ear（l、5489bllllOn＼en）1nBasICPenslOnAccountlSeXCluded土tom”（）thersll（＊）m  

reヽ’enue NotethatL、〔）thersl．1neXPendlturelnCludesexpendltureaSthesourceslbrsuchasthe  

adヽ◆ancedrcdemptlOntOFISじalI＿OanFund．whlChappearmEPlandNP（NatlOnalPens10n  
Account）   

PersonnelMutualAidAssociation（NPSP）   

Werel・（）trillionyen、LocalPublicSerヽ’icePersonnelMutualAidAssociation（LPSP）were3．Otrillionyen、   

MutualAidCorporationfbrPriヽ■ateSchooIPersonnel（PSP）wereO．3trillionyenandNationalPension（NP）   

Werel．9trillion yen（Figure2－l－4in the report）．Contributions ofNPSP and NR which decreasedin   

FY2004．increasedinFY2005、reSultingthatcontributionsfbrallpensionplansincreased．   

□PensionBeneⅢs－IncreasedhrEmployeePensionPlans（exceptNPSP）andBasicPension   

BenefitslofEPI、、▼erC22・Otrillionyen，thoseofNPSP、、▼erel・7trillionyen，LPSPwere4・3trillionyen，PSP  

、、■ereO．2trillionyen、NP－sNationalPensionAccountll’ere2．Otrillionyen．andNP’sBasicPensionAccount  

、1，ere12．6trill五on yen（Figure2－l－12in the report）Pensions benents areincreasing fbr allemployee   

pension plans except NPSP With regard to NR＼＼’hile Basic Pension Account continued toincrease   

Slgnincantlヽ▼、NationalPensionAccounthastendedtodecrease，  

Note）－ BenefitsLbreachpensIOnPlanlnCludctheequlValcnttobenelitsol、BasICPenslOn（thepartlalamountof－benefits  

undertheoldla、VregardedequlValenttoBasICPensIOn）rlllebenelitspaldbl’theNatlOnalPenslOnAccountare  

malnlvthoseundertheoldNatlOnalPensIOnLaw ThebenefitspaldbvtheBasICPensIOnAccountarethoseor  

Bas】CPensIOn   



［コReserve   

Reserve10fEPIwas132．4trillionyen（1403trillionyen），thatofNPSPwas8．8trillionyen（9．2trillion   

yen），LPSPwas38．8trillionyen（4l．5trillionyen），PSPwas33trillionyen（3，5trillionyen），NP－sNational   

PensionAccountwas9．2trillionyen（9．7trillionyen）andNP’sBasicPensionAccountwasO・7tri11ionyen・  

（Figure2－l－15inthereport）．NotethatthereserveofEPIdoesnotincludethatofthesubstitutionalpartof   

theEmployees’PensionFund．  

Notel Thevaluesareatbookvalues mevaluesinparenthesesareatmarketvalues．Themethodfbrmarketvalue  
assessmentisaspresentedinFigure2－1－17inthereport・  

□AdjustedFinancialStatustoobservetheeventsrelatedtothepresentyear  
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Adjusted Financial Status to observe 

theeventsrelatedtothepresentyear  

iscomparedandanalyzedinacross－  

SeCtionalway丘om the viewpolntOf  

PenSion 茄nances by Actuarial  

Subcommittee．Itis calculated by  

excluding”tranSfer  from the  

reserve’’in EPIand NP（National  

PensionAccount）andtheamountof  

tranSferfromthesurplus ofprevious  

yearin Basic Pension Account．The  

total amount of revenue on the  

a4justed nnancialstatus base for  

PublicpensionplanSaSaWholewas  

42．5trillionyen atbook value，52．8  

trillion yen at market value and the 

total amount of expenditure on the 

a4justed 坑nancialstatus base was  

47．5trillionyen（Figure2，Figure2－  

1－3inthereport）．  

The balanCe Of revenues and  

expendituresonthea句ustedfinancial  

statusbaselwas－5．1trillionyen at  

book value and＋5．2trillion yen at  

Figure2AdjustedFinancialStatus  

toobservetheeventsrelatedtothepresentyear（FY2005）  
’’ThetablecoInparedandan山野edmacross－SeCbonalway丘om山eⅥeWpO血OrpeⅣ10n血1aⅣeSbyAdumdSubcm【tee’’  
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f～bllCPenSion  
ClasslrlCation  

plansa5aWhole   

100mllllOnyen   

Totalamount  （bookvalue）  424，650  

（marketvalue）   ［527，519］  

Contributions   2（53，242  

Revenue                                     SubsidleSbystateetc   68，368   

（ad」uSted  SubsldleSfor“bestowals”payrnentsofprlOrperlOd   l（5，599   

rmancial  Imestment山come  （bookvalue）   37，124   

Sta山Sbase）   （RerruttancesfromtheGovernmenlPensionlnvesbnentFund）   （8、122）  

（marketvalue）   ［139，550］  

Paymentofthecostforconsolldat10nOfforrnerMAAs   1，382  

Paymentofthecostfortheoccupationalport10neXCeedEPI   2，955  

Paymentofthecostforcon仕actLngbackLntOEPlofEPFs   34，5（58  

Others   412   

ExpⅢ山tu代  475，344  

（adJuSted   427，694   
r山ancial  

Statu5base）  Others   47，650   
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△50，694  

【5乙175】  

BalanceofrevenuesandexpendltureS  （bookvalue）  

onthead」usledfulanClalstatusbase  （marketvalue）  

（bookvalue）  

（marketvalue）  

1，93l，622  

［乙049，051］  

ReserveattheendofflSCalyear  

Note TocalculaterevenueandexpendltureulCOnSOlldatedbase，thefollowlngCOntrlbutlOnSand  
correspondLngreVenueareeXCludedfrombothrevenueandexpendltureSummatlOnbecau5e山ose  
contrlbutlOnSandlnCOmearepald丘omonepubllCPenSlOnPlantootherpubllCPenSlOnplan contrlbut10n  

toBasICPenslOn．COntrlbut10ntOtheequlValenttobenefltSOfBasICPenslOn（01dlaw（penslOnlaw  

efrectlVebeforeFY1986）），COntnbut10nrepreSentlnglnter－PlanflSCala4JustmentSbetweenNPSPand  

LPSPandconけ1butlOntOSupPOrtJTMAA，JRMAAandNTTMAAdlatCOnSOlldatedtoEPI  

market value．Followlng the pension  

revisionsin FY2004，public pension plans are now finanCed according to the closed－Period－balanClng  

methodwhereboththeinvestmentincomeandcapltalofthereservescanbeusedtopaybenefits．These  

valuesshouldbeevaluatedbycomparlngwiththefutureprQ］eCtionsreflectlngthepensionrevisions・   

Note］・ThefinancesofpublicpenSionplansaremanagedbytheclosed－Period－balanclngmethodwhlChmakesuseof  
reserves．hEPIandNP（NationalPensionAccount），‘Ltransfer丘omthereseIVe”1SreCOrdedinthebudgetin  

advanCeifitisnecessary，tOenSuretheexpendituressuchaspenSionst光nefits・Therefbre，the‖balanceof  
revenuesandexpendituresontheaq）uStedfinancialstatusbase”（Flgure2）difrtrsffomthe”balanCeOfrevenues  

andexpenditures”（Figurel）whlChshowstheoverallresultsofpenSionplanmanagementincludmgr’transftr  
丘omthereserve一一andsoon．  



l川岬l▼刷、  l‖川）p…∩ゝ  
Figurc3rTtendsinthenumberof   

insuredpersons  
□NumberoflnsuredPer’sOnS一  汁（H）り   

InereasedfbrEPIand PSP  

Thetotalnumberofinsuredpersons  

by employee pensioll plans was 

37．62mitlion：33．02millionbyEPI，  

l・08millionbyNPSP・3・071－1illion  

by LPSPandO．45million by PSP・  

In addition，the number orinsured  

PerSOllS by NP Category－lwas  

2l．9OmillionandbyNPCategory－  

3waslO．92111illion．Thesebrought  

the totalnumber orparticIPantSin  

publicpensionplansasawholeto  

7O．45million（Figure3、Figure2－2－  

1in the report）．1n FY2005，the  

numbersofinsuredpersonsbyEPl  

and PSPincreased，and the number  

ofinsured persons by emp［oyee  

PenSion plansincreased byl・3％・  

On the otherlhand，the number or   

5、り0り  

4、（）（）り  

5、00（）  

二，り＝（）  

1、川）（）  

り   
IlヽしLlt   

〉eLl「  

1リリ5 ＝）t抽lし）り71リリ8 川りり こり（）り ヱ（）＝lコ（）（）ニ ヱ（柑〕二川）4 コ0（）5  

insured persoms by NPCategory－Z  

decreased byl．2％，and the total  

numberofparticIPantSinpublicpensionplansasawholeincreasedbyO・2％・  

□StandardRemunerationperCapita－ Male－femalediffereneesweresmallerforNPSPandLPSP   

Standardmonthlyremunerationpercapita（notincludingemployeebonuses）was313，000yenfbrEPl，   

409，000yenfbrNPSP，455、OOOyenfbrLPSPand370・000yenfbrPSP（Figure2－2－9inthereport）・Onthe   

otherhand，StandardremunerationpercapitaincludingerTIPloyeebonuses（totalremunerationbaseこamOunt   

permonth）was374．000yentbrEPI，546・OOOyen丘）rNPSPっ60310（）OyenfbrLPSPand490・000yenfbr   
PSP（Figure2－2－1（＝nthereport）・ForNPSPandLPSPJhedifftrencesorremunerationbetweenma】eand  

†もmaleinsuredpersons“′ereSmallerthanthosefbrEPlandPSP・  

N〃1e：Extensionol、remunerationcalculationstocoverbonusesbeganinFY2003・  
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3．Bene爪ciaries  
Figure41tendsin the numberor  

beneri（：iilries  
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□Number of Benefieiaries－Continued   

toJncrease for・allPublic Pension  

Plans  

Therewere25．11rnillionbeneficiariesin   

EPJ，0．98mi11jonbenellciariesinNPSP，   

2．29million beneficiariesin LPSP，0．28   

million beneflciariesin PSP and24．39   

mil］ion beneficiariesin NP（both Basic   

Pension underthenewlawandNational   

Pension under the oldlaw）（Figure4，   

Figure2－3－1in the report）．The total   

numberofpeoplehavingpensionbenent   

eligibilities fbr some sort of pubIic   

PenSionwas32．87mi11ion．Thenumber   

OfbenenciariesiscontinulngtOincrease   

fbr allpublic pension plans，but the   

growth rates fbr allemployee pension   

Plans slowed down compared to the   

PerioduptoandincludingFY2004．  
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□AverageMonthlyAmountofOld－agePenSion（fbrLong－TermContributors）   

Theaverageamountofold－age（fbrlong－termCOntributors））permonth2（includingtheamountoftheold－   

agebasicpension）was165，000yenfbrEPI（includingportionpaidbyEmployeesIPensionFundonbehalf   

OfEP］），209，000yen丘）rNPSP，223，000yenfbrLPSP，207，000yenfbrPSPand53，000yenfbrNP（01d－age   

basicpensionbeneⅢsunderthenewlawandold－agepenSionbeneⅢsofNPundertheoldlaw）（Figure2－3－  

14inthereport）・Withregardtoemployeepensionplans，theaveragemonthlyamountofbenefitsfbrPSP  

increasedfbrthenrsttimeinrecentseveralyearsandtheaveragemonthlyamountofbenefitsfbrother   

employeepensionplansdecreasedbyonlya卑mallamount・Ontheotherhand，theaveragemonthlyamount   

OfbenefltsfbrNPiscontinuingtoincrease（Figure2－3－16inthereport）．  

Note］：“Old－age（fbrlong－ternlCOntributors）”istheoneunderthenewlawthatrequiresfh7filmentoftheeligjble  

Periodinoneplanstipulatedintheold－agebasicpension（25years；including20yearsofcontribulionsinthe  

interimmeasureand15yearsofcontributionsinthespecjalmeasurefbrthemiddleandolderage），aSWellas  

theoneundertheoldlaw．  

Note2二 Atthecomparison，besidesthattheMutualAidAssociations（MAAs）hasthe＝occupationalportionexceedEPl‖，  

itisnecessarytobearinmindthattherearedi穐rencesonmale－ftmaleratioandaveragecontributjonperiodby  

theplancompared．  
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4．Financia】Indicators  

□PensionSupportRatio－HigherR）rPSP，1owerhrNPSPandLPSP．RatiodecreasedR）ra11Public   

PemsionPlans   

ThepensionsupportratiosIcontinuedtodeclineinallpublicpensionplans（Figure2－4－2，2－4－3inthe   

report）．Itwas2．87fbrEPI，l．71forNPSRl．95forLPSP．5．（）2fbrPSPand2．87fbrNP PSPwithhigher   

pensionsupportratio maヽ－be consideredless maturethan EPI．Con＼▼erSelv．NPSPand LPSPwithlo11・er   

pensionsupportratiosareconsideredmatureplans．  

No（e） rrheratlOOf’1nSuredperSOnStObeneliclarleS（Onlyold－age（fbrlong－termCOntnbutors））   

□ComprehensiveCostRate   

Thecomprehensi、▼eCOStratelwas17・8％forEPl，16・7％fbrNPSR16・2％fbrLPSP．andll．8％fbrPSP  

（Figure2－4－8、2－4－9inthereport）．Financiala4JuStmentShaヽ▼ebeenimplementedwiththeintegration of   

nnancialunits fbrNPSP and LPSPsince FY2004．Asthese a4）uStmentS Were applied fbrfu11vearin   

FY2005，thecomprehensivccostratefbrNPSPftllfbrthesecondconsecutil’eyear，  

Note）Therateofrealexpendltureft）rWhlChuleplanlllustprOVldeltSOWnreSOurCeStOthetotalstand∬dremuneratlOn  

ThecomprehensIVeCOStrateibrl三PIISCalculatedontheaccountbaseanddoesnotlnCludetheport10nPaldbv  
EmployeesrPensIOnFundonbehalrofLEPl  

5．Com  arisonbetweenActualValuesandFuturePro  Ofthe2004ActuarialValuation  

□Contributions   

I  Actualcontributions exceededthefutureprqections2fbrEPI．butwerelessthanthehltureprq）eCtionsfor   

NPSP＆LPSP3．pspandNP（Figure3－2－1inthereporL）．Theexceedingwasl．1％fbrEPI．Thepercentage   

Ofbeingless＼＼ナaS2．3％fbrNPSP＆LPSRO．3％fbrPSRand5．8％forNP  

No（eT ForEPl，COmparlSOnSaremadeuslng‖estlmateSOraCtualvalue”（Seepage900rthereport）ThlSde土imtlOnalso  

appliesbelow  

Note21FutureprqleCtlOnValueswereprocessedbYreflectlngthelnCreaSelnSubsldleSbvstateetc fbrtheBasICPenslOn  

resultlngftomtheamendmentsa土ter2OO41ntOthe山ttuepr（リeCtlOnSOfthe2OO4actuarlalvaluat10n（re土もrto  

page9lofthlSrePOrt）．ThlSdefinltlOnalsoapplleSt℃low  

∧’0（e3 FollowlngthelntegratlOnOrfinanclalunltSfbrNPSPandI，PSP，theactuarlalvaluatlOnnOWShowsthe山ture  

Pr（11eCtlOnSWhlChlntegrate山ehnancesofbothofthesepenSlOnPlansllleCOmbinedprqleCtlOnSforNPSI）and  

LPSParesho＼Vn aS－しNPSP＆LPSP、’  

Ej ThcNumberol－InsuredPersons  

TheactualnumbersofinsuredpersonsexceededthefutureprqiectionsfbrEPI．PSPandNP（BasicPension），   

butwerelessthanthefutureprqjectionsfbrNPSP＆LPSP（Figure3－2－2inthereport）．Theexceedingwas  

l．5％fbrEPLl．3％fbrPSRandO．5％fbrNP（BasicPension），ThepercentageofbeinglesswasO．3％fbr   

NPSP＆LPSP，  

＼   



□Expenditure  

l  Actualexpenditures exceededthefuture prq］eCtions fbrEPIand PSP，butwereless than thefuture   

prqjectionsfbrNPSP＆LPSPandNP（Figure3－2－5inthereport）・Theexceedingwas2・2％fbrEPlandl・0％   

fbrPSP．Ontheotherhand，thepercentageofbeinglesswasl・2％fbrNPSP＆LPSPand4・0％fbrNP・  

Notel：Portionoftotalexpenditureasprovidedfbrbyincomefromcontributions，investmentincomeandsubsidiesby  
State etC．  

［コ TheNumberofBeneficiaries   

Theactualnumbersofbeneficiarieswerelessthanthefuturepr（刀eCtionsforEPl，NPSP＆LPSPandPSP，but   

greaterthanthefutureprqjectionsfbrNP（BasicPension（includesbenenciariesofbenentsequivalenttothe   

BasicPension））（Figure3－2－6inthereport）．Thepercentageofbeinglesswas2・5％ofthefutureprqjections   

fbrEPl，3．0％fbrNPSP＆LPSPandl．5％fbrPSP．TheexceedingfbrNP（BasicPension）wasl・4％   

□lPensionSupportRatio   

Theactualpensionsupportratioswerehigherthanthefutureprq］eCtionsfbrEPI，NPSP＆LPSPandPSP，′but  

lowerthanthefutureprqjectionsfbrNP（Figure5，Figure3－3－1inthereport）・TheexceedingwasO・OI   

polntSfbrEPI，0・01polntSfbrNPSP＆LPSPandO・16percentagefbrPSP・  

Figure5Pensionsupprtratio  
T（）COI叩areWlth丘IturePrO」eCtlOnOr＾ctuarial  

Valuation，theactualpensionsuppor［ratioonlyln  

thisflgureiscalculatedusingbeneficiaries  

excludingthosewhowerestoppedpay．ng∈111  

anT）UntOrPenSIOnS：nlefiguresbelowrepresentthe  

pensionsupr）Ortratioonan‖actualreclplentbasis‖  
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ロComprehensiveCostRate  

Theactualcomprehensivecostratesexceededthefhtureprq）eCtionsfbrEPI，NPSP＆LPSPandPSP（Figure   

6，Figure3－3－4inthereport）．Theexceedingw′aSO．3pointsfbrEPl，0・2pojntsfbrNPSP＆LPSPandO．2   

POlntSfbrPSP．  

Figure6Comprehensiveeostrate  

ThctlgureSrePreSenlactualvと11uesfbrFY2005  
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6．Analysis of the t）itTerenee between AetualValues and Future Projeetions of the2004Aetuarial  

Valuation  

□AnalysisoftheDifTereneeinReserves   

Actualreservesexceededthe丘IturePrQJeCtionsfbrallemployeepcnsionplans．AmaJOrreaSOnfbrthisis   

thattheactualLnOminalrateofreturnoninvestmentwashigherthanthefutureprq）eCtion（Figure3－4－3in   

thereport）．Adetailedanalysisrevealsthattheactualnominalwagegrowthratewaslowerthantheftlture   

pr（力ectionandthisworkedtoreducethereserves（Figure3－4－6inthereport）・Onthemarketvaluebase，the   

reserveft）reaChMAAwasgreaterthanitsbookvaluebase，andthedi熊rencebetweenactualmarketvalue   

andthe丘1turePrOJeCtionsgrewlarger．  

（Financia）Status“inRealTerms”）   

1npublicpenSion plans，bothcontributionsand benefltsgenerally］nCreaSeOrdecreaseinresponsetothe   

nomina7wagegrowthrateoverthelollgTterm・Therefbre・iftherealwagegrowthratedoesnotchange，any   

diffbrences between the actualvalue and the丘Iture prQJeCtion orthe reserve resulting什omthe nominal   

WagegrOWthratewillonlyhavealimitedimpactonflnancialstatusoverthelong－term・・  

1  Comparlng‖estimatedprqleCtionsexcludingthedi能rencesinnominalwagegrowthrate町withtheactual  

＼1】   



reserves，the actualreturns oninvestment fbr allplans exceed the丘Iture Prq］eCtion，and therefbre，the  

diffbrencesofactualreserveoverestimatedpr句ectionaresignincantlypositive（Figure7，Figure3－4－7in  

the report）．This shows that，什om the viewpoint ofpension flnances．actualresults are shovving better  

perfbrmancethanthe丘ItureprQJeCtions．   

NoteL二 Thetbturepro）eCtionsinthe2004actuarialvaluationsareestimatedvaluescalculatedbyreplaclngLhenominal  

WagegrOWthratesusedintheorlglnalvaluationwjthactualvalues．  

Figure7I）iffbrencebetweenAetuaIReservesandFutureProjectionsof2004ActuariaJlね1uation  

［expressedusingthe丘1turePrdectionattheendof’FY2005asthestandard（＝100）］  
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EPI  NPSP＆LPSP  NPSP  

（Reference）Howtoreadtheflgure  

●Thedj能rencebetweenthe’一actuaZvalue’Tofthereserves（Centralbar）andther－estjmatedpr（りeCtionexcludingthediflもrencesin   

nomina】wagegrowthrate■’（rightbar）showsthatthe”actualresultsareshowingbetterperfbrmancethantheftlturePrqjectionsr’，  

asdescribedabove．   

□AnalysisoftheDiffbreneeinExpenditure／RevenueRatiosI   

Foremployeepensionplans，aCtualexpenditure／revenueratioswerelowerthanthefhtureprq］eCtions．For   

a11plans，theprlnCIPalreasonfbrthedifftrenceisthatreturnsoninvestmentinFY2005exceededthe丘Iture   

prQjections（Figure3－5－2inthereport）．  

Note］：‖Realexpenditure minus Subsidies by state etc・tIexpressed as a percentage agalnSt”Contributions plus  

investmentrevenue”   

ロAnalysisoftheDifftrenceinReserveRatios］   

Foremployeepensionplans，aCtualreserveratios（marketvalue）werelowerthanthefhtureprqjectionsfbr   

EPlandhigherthanthe丘1turePrqeCtionsfbrNPSP＆LPSPandPSP．ForEPl，theprlnCIPalreasollfbrthe   

difftrenceis the di能rence fbr“Realexpenditures minus subsidies by state etc．”fbr FY2005．For   

NPSP＆LPSPandPSP，theprlnCIPaIreasonfbrthediffbrenceisthedi能rencefbr“Reserveattheendofthe   

previousflscalyear’’（Figure3－5－5inthereport）．  

Note］‥”Reservesattheendofthepreviousfiscalyear－TexpressedasaratioagalnSt”RealExpendjtureminusSubsidjes  

bystateetc，‖oftherelevantfisca】year  
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